
 

 

 

 

 

 

 

「三つ子の魂百まで」と言われます。3 歳までに形成された性格は、大きくなっても変わらないという

ことです。つまり、小さいうちに愛情に包まれた安心できる環境で育てられれば、大人になっても健康な

心で生きていくことができるということです。では、中学生になってからの子育てはもう遅いのでしょう

か・・・。いえ、子育てに手遅れはありません。中学生の時期こそ、親子で共に考え合うことができます。 

多治見市立小泉中学校と中津川市立第二中学校の家庭教育学級から、中学生の子育てについて学び合い

ましょう。 

 

 

 

取組期間  令和元年６月１７日（月）～６月２３日（日） 

       参 加 者  全校生徒と保護者 

学校・家庭・地域が力を合わせて子どもを「褒めて育てる」家庭教育学級 
 学校でも家庭でも地域でも、子どもの自尊感情を高めることで、自己肯定感を育み、落ち着いて学習や

運動に取り組むことができるという思いから、「わが子を認める Week」がスタートして２年目になりま

した。褒められた子どもの笑顔が、褒めた親の喜びになり、温かい家族関係と自己肯定感が育っています。 
内 容      

・子どもの「自己肯定感」を育むために、学校・家庭・地域が力を合わせて 

子どもを「褒めて育てる」。 

・家庭では、６月と１２月の年２回、「わが子を認める Week」に取り組む。 

・地域では、児童館や公民館に「すてきな若者発見 BOX」を設置し、地域 

の方が見つけた子どもの素敵な姿を投函していただく。 

・学校では、子どもの素敵な姿を職員で交流し共感的指導を行う。 

・「わが子を認める Week」の集計結果を PTA 家庭教育委員会発行の通信 

「ポジティブ小泉」で発信する。 
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東濃地区の子育て・親育ち通信 

 家庭教育学級の紹介 

【このよさを学びたい！】 

・子どもを「褒めて育てる」ために学校・家

庭・地域が連携して取り組んでいること。 

・褒められた子どもに育つ自己肯定感が、褒

めた親の自己肯定感も育てること。 

・通信を読むことが、親子の嬉しい気持ちに

つながること。 
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【保護者の感想から抜粋】 

・子どもに自信をつけて力強く社会を生き抜

く力を育てる、この一週間を通して、まさ

にその通りだなと考えさせられました。 

・些細なことでも褒めてあげると嬉しそうに

するので、こちらも嬉しくなりました。 

・子どもの姿をいつも見守り、認め、声をか

けてあげたいと思いました。 

根本交流センターにある 
すてきな若者発見ＢＯＸ 



 

日 時 令和元年７月５日（金）１９：００～２１：００ 

         場 所 中津川市立第二中学校 

         参加者 家庭教育委員２０名 

         講 師 ＫＤＤＩ講師 鍛治谷 泉 氏 

ネットトトラブルを知り親子でスマホのルールを話すきっかけを作る家庭教育学級 
 子どもをネットトラブルから守るためには、保護者がスマホについて学ぶことが大切との思いから、開

催されました。同じ日に子どもも授業でスマホ・ケータイについて学びました。講話の後、講師を交えて

スマホをテーマにグループで交流しました。この研修を、家庭で子どもと一緒にスマホのルールについて

話し合うきっかけへつなげます。 
内 容 

・インターネット利用率 高 97.1％ 中 85.2％ 小 65.4％ 

・子どもは新しいものに興味津々、親は新しいものに慎重。 

・子どもを取り巻く危険４つ「依存」「炎上」「人間関係」「犯罪」 

・ルールを決める「時間：夜〇時まで」「シーン：食事中禁止 勉強中しまう」 

 「場所：ベッドに持ち込まない」 

・インターネットの特性 デジタルタトゥー（完全には消せない） 

・ネットを３０分以内で止められる子は成績がいい。 

・５つの動画「出会い系」「ネット依存」「ネットで写真拡散」「SNS アプリで 

は本当の気持ちが伝わらない」「知らない人からのメッセージ」から考える。 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和元年７月７日（日）１０：００～１２：００ 

       場 所 中津川市苗木交流センター 

       参加者 一般の方３７名 従業員８名 

家作りと子育ては一つという思いから子育てを学ぶ企業内家庭教育研修会 

 日建建設創立３５周年記念事業として、企業内家庭教育研修「子育て講話」が開催されました。この事

業は、中津川市家庭教育支援事業を受けて、従業員だけでなく業者や一般の方も参加し、世代を超えて、

子育てについて学ぶ研修です。日建建設では、「家は幸せをつめるための器」「環境が穏やかな心を育てる」

という思いを大切にされています。 
内 容 

〇子育て講話 講師：郷田 恵美 氏（中津川市社会教育委員） 

・愛着とは人と人との絆を結ぶ能力であり人格の土台の部分を作っている。 

・「３か月コリック（黄昏泣き）」生後３か月頃の訳のわからない大泣き。 

人が恋しくなってぐずる。抱きしめてあげること。 

・乳幼児期の遊びは生きることの喜び。遊びは学び。 

・日本の唱歌と童謡の素晴らしさ。百年以上前の歌が今なお歌い継がれて 

いる。子どもの心が豊かになるように作られている。 

〇中津川市少年少女合唱団によるミニコンサート 
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【このよさを学びたい！】 
・同じ日に子どもも親もネットトラブルを学ぶことで、家庭でネットについて話題にし、親子でネットの約束を決
めるきっかけになること。 

・ネットトラブルの動画から、ネットの恐ろしさが強く伝わり、講話後のグループ交流で思いを伝え合えたこと。 

子育て講話 

【このよさを学びたい！】 
・家つくりの大切さと子育ての大切さは一つという思いから、社内だけでなく一般にも呼びかけ、地域ぐるみで子
育てについて学ぶ研修だったこと。 

・中津川市家庭教育支援チームによる託児を行うことで、小さな子どもをもつ多くの保護者の方も安心して参加で
きたこと。 

ＫＤＤＩ講師によるスマホケータイ安全教室 



 

日 時 令和元年７月２５日（木）１０：００～１２：００ 

      場 所 恵那市東野コミュニティーセンター 

      参加者 乳幼児保護者 １１名 

      講 師 桐山 智子氏をはじめとする恵那市食生活改善推進員の方 ８名 

非常時の乳幼児用防災食作りを学ぶ乳幼児期家庭教育学級 
 恵那市東野乳幼児学級は、「仲間と共に、子育てを通じて親自身が学び合う」ことを目標にして、年間

１１回 開催されています。２５日は、パッククッキングによる非常時の防災食の調理実習を行いました。

小さなお子さんを連れての実習でしたが、食生活改善推進員の方や参加しているお母さん方で、一緒に子

どもを見守りながら、和気あいあいと実習を行うことができました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家庭教育学級の学習形態は大きく５つの型（学校行事参加型・体験活動参加型・講演会型・子育てサロ

ン型・在宅取組型）に分類できます。それぞれの方法や特徴、メリット、取組のポイントを参考にして、

学習形態をひと工夫してみましょう。 

 すでに計画されている家庭教育学級に、子育てサロン型や在宅取組型を組み合せることで、学んだ内容

を深めることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
例えば・・・ 
生活リズムの講演会の後、グループで子どもの生活リズムについて交流し、家庭での生活リズム作りにつなげる。 

例えば・・・ 
SNS 講演会の後、親子で SNS の約束を決めて「話 
そう語ろうわが家の約束」運動に取り組む。 

 【このよさを学びたい！】 
・恵那市食生活改善推進員の方が、準備、
指導、片付け等の支援をし、地域でサ
ポートしてくださっていること。 

・一緒に防災食を作り、グループで試食
することで、会話が弾み、お母さん同
士が仲良くなること。 

親子で一緒にパッククッキング 

ポリ袋に食材を入れてお湯の中へ ポリ袋から取り出すとおいしい料理の出来上がり 

内 容 

・非常時に役立つパッククッキングの調理方法 

 ➀鍋にたっぷりのお湯を沸騰させる。 

 ➁ポリ袋に分量を量った食材を入れる。 

 ➂袋の中の空気を抜き、袋の上の方を縛って密封する。 

 ➃沸騰しているお湯の中に入れ、料理によって決まっている時間、煮る。 

・作ったもの 

  ご飯 焼きそば ハンバーグ かぼちゃ蒸しパン カレー シチュー  

茄子と生揚げの煮物 パンプティング マシュマロムース 

 

講演会型 在宅取組型

型 

子育てサロン型 講演会型 在宅取組型

型 

例えば・・・ 
     リース作りの後、グループで作品の交流を 

しながら子育てについて話し合う。 
体験活動参加型 子育てサロン型 

3/4 



 

 

 

「おはよう」から始まるすてきな一日を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・心がつながり話しやすくなります。 

 ・親しくなるきっかけになります。 

 ・気分がよくなったり、うれしくなったりします。 

 ・体の調子や機嫌が分かります。 

 ・防犯にも役立ちます。 

    あいさつで元気な声を出す子どもは不審者に狙われにくい。 

    近所の人によく覚えられているので、何かあったときに情報収集しやすい。 

 

 ・家族の間で自然にあいさつができれば、子どもは自然に挨拶ができるようになります。 

 ・地域でも親がお手本になって、積極的にあいさつをしましょう。 

 ・子どもがあいさつできたときは、たくさんほめてあげましょう。 

 

子どもは、一人でも進んであいさつできるようになります。 
 

家庭教育プログラム乳幼児期編「みんなで子育てⅡ」 

の「Ⅱ-３あいさつ」を活用して、「あいさつ」をテーマ 

に、家庭教育学級を開催することができます。 

  

家庭教育プログラムには、様々なテーマで家庭教育学 

級が開催できるよう、たくさんの進行案が紹介されてい 

ます。是非、活用してください。 

おはようございます 

ごちそうまさでした 

いただきます 

いってきます 

いってらっしゃい こんにちは 

ただいま 

おやすみなさい 

おかえりなさい 

（名前を呼ばれた時の）はい 
おやすみなさい 

 

はい！ 
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